
ヤングケアラー支援に関わる
主な関係機関はこちら

学校がヤングケアラーに気付いたときに、どのような対応をするのか、実際の支援事例を
参考に確認しましょう。

早期発見
・教職員の理解促進
・アセスメントシートの活用
・ＳＣを含む教育相談体制充実

アセスメント
・本人や家族の意向確認
・連携した支援の必要性判断
・ＳＳＷによるアセスメント

関係機関による支援
・学校の役割の明確化
・継続的な支援体制の確立
・各機関の「のりしろ型」支援

【学校の対応のポイント】

ヤングケアラー支援は、本人や家族の意思の確認が前提です。
・ヤングケアラーは、ケアを止めたいという考えとは限らないため、本人・
家族の意思を尊重しましょう。
・本人と家族には、これまでの関係性や役割があるため、それぞれの思いを
尊重して関わりましょう。

ヤングケアラーの支援にあたって

教職員向け研修資料

連絡先の確認
・市町村の対応窓口の確認
・各機関の役割について把握
・顔の見える関係づくり

◇「学校・教育委員会におけるヤングケアラー支援のためのガイドライン」は
こちらからダウンロードしてください。
https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/young-carer.html

ガイドラインＰ.10

ガイドラインＰ.14

ヤングケアラー支援の一般的なフロー

ガイドラインＰ.16

ガイドラインＰ.18

ガイドラインＰ.23
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関係機関との連携

【中学生の事例】
・母親の介護をする生徒Ｄについて、学校は市町村の相談窓口
（子育て支援課）に今後の支援の方向性について相談。
・相談窓口（子育て支援課）は、福祉課、社会福祉協議会と支
援会議を開催し、専門機関との連携等母親への支援実施。

【高校生の事例】
・父子家庭で父親の介護を担う生徒Ｅについて、ＳＳＷの助言に
より学校は生徒居住地の保健センターに連絡。
・保健師が継続して生徒Ｅ及び父親と面談を行うとともに、学校と
情報共有して、校内の対応について検討を継続。

【高校生の事例】
・生徒Ｆが作成した父親の介助に関する「大変なことリスト」を基に、
学校が生徒居住地の保健福祉課に要対協開催を依頼。
・保護者の介護・福祉サービス内容の変更、生徒Ｆに教員・ＳＣ・保
健師が定期的に面談等の支援策を要対協で確認。

※要対協＝要保護児童対策連絡協議会

事例に見るヤングケアラー支援のポイント

ヤングケアラーの早期発見

【中学生の事例】
・欠席が多い生徒Ａについて、定期的な学年部会で報告。生徒Ａに
関係する教員でアセスメントシートを作成。
・学年部会で、生徒Ａのアセスメントシートを共有して情報を
整理し、ヤングケアラーの可能性を確認

【中学生の事例】
・生徒Ｂは、ＳＣとのカウンセリングで、精神疾患を抱える保護者の
心理的なケアと家事の大部分を担っていることを相談。
・ＳＣは、生徒Ｂに了承を得た上で管理職及び学級担任と相談
内容を共有し、市の相談窓口に連絡するよう管理職に助言。

【高校生の事例】
・市町村教育委員会のＳＳＷが、保護者の心理的ケアを担い、継続
して支援してきた生徒Ｃについて、進学先の高校に情報提供。
・ＳＳＷと教員、教育委員会担当者で生徒Ｃの状況を高校に引
継ぎ、学校での支援体制を検討。

※ＳＣ＝スクールカウンセラー ＳＳＷ＝スクールソーシャルーワーカー

👈 POINT

・教職員の理解促進
・アセスメントシートの活用

👈 POINT

・SCを含む教育相談体制充実
・教職員の理解促進

👈 POINT

・ＳＳＷによるアセスメント
・継続的な支援体制の確立

👈 POINT

・市町村の対応窓口の確認
・各機関の「のりしろ型」支援

👈 POINT

・ＳＳＷによるアセスメント
・各機関の役割について把握

👈 POINT

・顔の見える関係づくり
・学校の役割の明確化

学校における支援

【中学校の事例】
・生徒Ｇは、母子家庭で母親の精神的ケアと家事により欠席が多く
なっており、ケース会議で福祉等の支援体制がないことが判明。
・母親の支援は子育て支援課、福祉課、民生委員が行い、生徒Ｇに
は学校がＳＣと連携した定期的な教育相談と登校支援を実施。

【高校生の事例】
・両親が病気を患い、経済的な困窮世帯の生徒Hについて、担任と
の教育相談で本人が生活上の問題解決を希望することを確認。
・学校から関係機関への連絡を希望しない生徒Ｈの意向を踏ま
え、福祉支援について情報提供し、定期的な面談で状況を把握。

👈 POINT

・学校の役割の明確化
・各機関の「のりしろ型」支援

👈 POINT

・本人や家族の意向確認
・継続的な支援体制の確立

※各事例は、実際の支援事例に基づき、個人が特定されないよう編集しています。


